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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年秋、10回目となる恒例の米国エグゼクティブツアーを行い、シリコンバレーの有力IT企業
を訪問しました。今回の参加者はこれまでの最多となる23名でした。天候に恵まれ、予定通り、
レノボ、AMD、アドビシステムズ、インテル、マイクロソフト、オートデスク、シスコシステムズ、
ヒューレットパッカードを順次訪問し、各社の戦略や新しい製品のデモを見て理解を深めました。
　シリコンバレーでは、新しい動きがスピーディに登場しています。毎年訪問しているとその変
化がわかります。今回も新しい製品がどんどん生まれていました。特にレノボとベンチャー企業
のオープンイノベーションによるものづくりの成果を目の当たりにして、シリコンバレーのチャレ
ンジ精神を感じるとともに、ヒューレットパッカードでは、HP研究所の研究成果としてThe 
Machineと呼ぶ新しい構造のコンピュータを説明され、その処理スピードに期待が膨らみます。
そしてシスコシステムズが買収したメラキでは、オープンなオフィス環境で自由な社風を維持し、
社員同士のオープンイノベーションを促進しています。
　今回の訪問ではセキュリティについても印象に残りました。インテルはマカフィーを買収して、
IoTでのセキュリティに注力。6秒に1個の脅威が出現しているそうで、今後2020年に向かって
モバイルも含めてマルウェアの脅威が増大するため、エンドポイントセキュリティが重要とのこと。
今までは中にいれないというポリシーでしたが、マルウェアが進化していく状況において動作させ
ないような対策をとっていかねばなりません。時間をかけずに対策を行えるような開発を進めて
いるとのことでした。
　マイクロソフトでもセキュリティの話が出ました。昔のウイルスの多くは愉快犯でしたが、今は
企業などにダメージを与えることが目的になっており、企業規模に関わりなくサイバー攻撃に遭い、
大きな被害が出ているということです。新たな脅威に対応して、ID防御はもとより、データが持ち
出されるときに検知するデータ防御を開発したとのことでした。
　メラキでは、クラウドで大規模ネットワークを管理するソフトウェアを開発し、これをグーグル
が導入しています。この管理システムはワイヤレスのアクセスポイントを含め、マップ上で複雑な
IT管理を簡素化し、ダッシュボードで直感的に操作できるようになっていました。
　このようにシリコンバレーでは新しい技術が常に登場しています。詳しくは、エレコムの高橋さ
んのレポートが、JCSSAホームページに掲載されているのでご覧ください。

　今年も様々な情報を含め、顧客企業への提案につなげたいと思います。ITを通じて、日本の中堅・
中小企業の生産性が向上することで日本を元気にすることが、JCSSAの活動目標となっています。
今後もJCSSAの活動にご参加、ご協力をお願いいたします。

シリコンバレーの
最新動向に
目を向けて
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　はじめに、日本 IBM の元木氏より「学習
するシステム　Watson」について、その仕
組みや適用事例などをお話しいただいた。
--------------------------------------------------------------

データの爆発的増加が
Watsonを実現
--------------------------------------------------------------
　Watsonは、クイズ番組に出演し、チャン
ピオンと戦って勝利した質問応答システム
である。IBM社内ではこのシステムをコグ
ニティブ・システムと名付けている。
　「コグニティブの直訳は、認知・認識とい
うことです。経験を通じて、システムが学習
し、相関関係を見つけては仮説を立て、成果
やフィードバックからまた学習していくと
いうシステムです。だからこそコグニティ

ブと言うわけです」と元木氏は説明した。
　コグニティブ・システム化を加速させた
要因は、データの爆発的増加と新しいアプ
ローチヘの要請である。元木氏はデータの
伸びを牽引している要因が2つあると言う。
ひとつはマシンジェネレーテッドデータと
呼ばれる機器・機械が生成するデータ、もう
ひとつはSNSなどコンシューマーが作り出
すデータだ。コグニティブ・システムで目指
しているのは、こうしたデータをコンピュ
ータに解釈させて活用ができるようにしよ
うという試みだ。
　それでは、そのデータをどう活かしてい
くのか。
　「Watsonでは繰り返しの学習が必要です。
まずWatsonは書籍やインターネット上の
ウィキペディアのような文献から知識を大
量に仕入れます。いったん知識ベースがで
きると、質問に対して答えを返してくれる
ような形になりますが、この時点でまだ正
答率は低い。そこで次のステップとして2
つ目の学習をします。質問と正しい答えの
ペアを学習する訓練を繰り返すことで、正

答率の精度をあげたシステムが出来上がっ
ていきます」と元木氏は解説した。
--------------------------------------------------------------

3つのパターンの質問応答を解決
--------------------------------------------------------------
　Watsonの使用例について元木氏はこう
説明する。
　「今、パートナーが独自に取り組むアプリ
ケーション開発を含めて、世界中で400～
500ほどのプロジェクトが進められていま
す。それを整理すると3つのパターンに集
約 さ れ ま す。1つ は エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 
（Engagement） です。商品やサービスなど
についての正確な情報を求める問いに対し、
確信度の高い答えを根拠とあわせて返答す
るというものです。これはコールセンター、
営業支援・店舗支援などのシーンで利用が
進んでいます。2つ目はデイスカバリー
（Discovery）です。正解が必ずしも存在し
ない問いに対し、答えの候補をリスト化し、
サポートする根拠を精査、検証することで
す。新しい化合物の発見、薬の副作用の予測、
犯罪の予防や行方不明者の探索などに適用

講 演 1
学習するシステム Watson
〜新しいコンピューティングの時代に向けて〜

元木 剛 氏　日本アイ・ビー・エム株式会社　理事　ワトソン・ソリューション担当

人工知能の現状とビジネスの
今後の方向性
〜AIビジネスの最新動向について〜
2015 年 11 月 19 日、IT トレンドや IT ビジネスソリューションの最新動向を学ぶ「IT トレンドフォーラム 2015」が大塚本
社の大会議場で開催された。今回も 3 人の講師をお招きして、人工知能の現状、最先端の開発動向、適用事例などについ
て具体的にお話しいただいた。

特集  ITトレンドフォーラム2015 
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特集　ITトレンドフォーラム2015　人工知能の現状とビジネスの今後の方向性

--------------------------------------------------------------

パートナーのアイデアが進化させる
--------------------------------------------------------------
　Watsonはクラウドの上でサービスとし
て提供されている。元木氏は「Watsonはエ
コシステム・パートナーにもアプリケーシ
ョンの開発や、斬新な適用領域を提案いた
だいています。今後はパートナーのアイデ

技術による犯罪者の入国防止、光学振動解
析技術による橋梁の劣化検査など、AI関
連の多くの事業展開を行っているが、本講
演では、岸上氏は特にディープラーニング
（深層学習）の技術を使ったRAPID 機械学
習について説明した。 　
　「ディープラーニングは、コンピュータ 
上に人間の脳を模した神経回路を作成し
て認識や推論を行うニューラルネットワ
ークの一種です。テキストや画像などの
特徴を自動で発見しながら学習します。
システムの特長は、独自のディープラー
ニング・アルゴリズムで精度を劣化させ
ることなく、高速・軽量な画像分類を実現
できることです」 続いて、その事例として、

『RAPID機械学習画像解析 V1.1』、『RAPID
機械学習人材マッチング V1.1』を紹介し
た。 
　「『RAPID 機械学習画像解析 V 1 . 1』では
簡単に判断モデルを生成可能です。専門家
の判断に基づく手本データを学習させる
ことで高精度な判別・検知が可能で、交通
監視、店舗内監視、工場の検品などに最適
です。一方、『RAPID 機械学習人材マッチン
グ V1.1』は、求職者と求人企業のマッチ
ング機能、求職者のフィルタリング機能を
持っています。エントリーシートや採用合

されています。3つ目が判断（Decision）です。
自然言語で書かれているポリシーを理解す
るなど難易度も価値も高い領域を判断しま
す。保険適用審査、クリニカル・トライアル、
コンプライアンスなど、極めて広い分野に
適用できます」と述べた。

　続いて、NEC の岸上氏に「高速・軽量な人
工 知能エンジン RAPID 機械学習」について、
その概要と応用事例、今後の可能性などに
ついてお話しいただいた。
--------------------------------------------------------------

ディープラーニング（深層学習）で 
高速・軽量な画像分類を実
--------------------------------------------------------------
　冒頭、岸上氏は、人間の知的活動をコン 
ピュータ化した人工知能（AI）技術について
こう語った。
　「2050年までの世界を考えるとエネルギ
ー需要、水需要、食料需要が急激に進み、大
量消費時代に向かうことになるでしょう。
安心・安全で公正・公平な世界をいかに皆が
享受できるかが、より重視されると思われ
ます。そのために当社は、人間がしているこ
との一部を人工知能で代替する技術に注力
しています」。
　今、NECは強い AI技術を武器に、顔認証

アがWatsonをより進化させるでしょう」
と期待を示し、最後に「昨年からIBM　
Watson　Groupという事業部を立ち上げ
ました。現在、スターティングポイントに立
った思いです。Watsonは新しいコンピュ
ータの使い方として重要なプロジェクトで
す。長期的な視点で取り組んでいきたいと
思います」と決意を語り、講演を締め括った。

否など過去の採用履歴を学習させることで、
求職者に適した企業紹介、従業員の適切な
部署の配置などを支援しています」と説明。
セキュリティ分析の適用事例については、
「大量データのセキュリティ監視業務にお
いて高速・高精度に異常部分を検出でき、業
務の効率化や監視精度の向上に貢献してい
ます」と述べた。
--------------------------------------------------------------

今後ますます発展する 
機械学習アプリケーション
--------------------------------------------------------------
　NECでは、この高速で軽量な機械学習ア
プリケーションをパッケージで提供してい
るのが特長だ。 　
「RAPID 機械学習は、通常のPCサーバク
ラスで十分に動作します。また、機械学習は
使用しないと良さがわからないので、 皆さ
んのシステムの一部として気軽にお使いい
ただけるサービスを提供しています」と岸
上氏は語り、さらにこう続けた。 
　「ディープラーニング技術は、新しい技術
分野であり、まだビジネスモデルが確立し
ていない状態です。しかし、そのような状態
だからこそ、今後大いに発展する可能性が
あると信じています」と講演を結んだ。

講 演 2
高速・軽量な人工知能エンジン RAPID機械学習
〜AI による社会価値創造への取り組み〜

岸上 信彦 氏　日本電気株式会社　クラウドプラットフォーム事業部　事業部長
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　「“りんな” は検索エンジンBingの技術と
機 械 学 習 の ク ラ ウ ド サ ー ビ ス Azure 
Machine Learningを組み合わせることに
よって生まれた人工知能です。Azure上の 
“りんな”のサービスに、会話のデータベー

スを構築するとともにLINEのビジネスコ
ネクトというサービスを使って、LINEの
プラットフォーム上で“りんな”を提供して
います」。
-------------------------------------------------------------

 “りんな”はIQに加え、EQも高い
-------------------------------------------------------------
　同社独自の音声アシスタント機能をも
つ人工知能Cortanaと“りんな”との違いは
どこにあるのか。
　「Cortanaはパーソナルアシスタントと
いう位置付けで、秘書の役割を担っていま
す。一方、“りんな” は同様にIQ（脳の知能
指数）は高いですが、ユーザーとの、興味深
い感情的なつながりにフォーカスして開
発や運用を行っています。そのため、EQ
（こころの知能指数）も高いのが特長です。
この2つを日本では『マイクロソフトの人
工知能 “姉妹”』と位置づけています」と佐

　最後に、日本マイクロソフトの佐野氏よ
り今大きな話題になっている女子高生人工
知能 “りんな”の開発の背景、誕生秘話など
についてお話しいただいた。
-------------------------------------------------------------

女子高生を中心に口コミで広がった
 “りんな”の存在
-------------------------------------------------------------
　「“りんな” はマイクロソフトの研究所で
生まれた技術で、この夏に日本でもリリー
スしました。中国の方では Xiaolce（シャ
オアイス）という名前で、現在、3000万ユ
ーザーがおり、日本でも最近 1ヵ月で女子
高生や若者を中心に170万ユーザーを口
コミだけで集め、ネット業界で大きな話題
となりました」と佐野氏は説明し、続いて
仕組みについてこう語った。

野氏は述べた。
-------------------------------------------------------------

様々なシーンでの応用を期待する
   “りんな”の技術
-------------------------------------------------------------
　“りんな” にはもう一つの側面としてAPI
ビジネスがある。同社では、“りんな”の会話
エンジン技術を『りんな API for Business』
として、他のLINEビジネスコネクトのユ
ーザー企業にも提供している。
　「“りんな” で培われた自然な会話を行う
技術は、様々な企業の人工知能、会話ロボ
ットに対するニーズを満たす可能性があ
ります」と佐野氏は強調し、さらにこう語
った。
　「現在、“りんな” は170万ユーザーと
LINE 上でと会話をしています。日本の
LINE ユーザーは人口の約半数にあたる
5800万人ですから、“りんな” はまだまだ
認知しきれていません。今後は様々な層
に利用していただくことで、会話のログ
の拡大を図り、より楽しい会話の実現、さ
らに画像認識などの能力の拡充に努めて
いきたいと思います」。

講 演 3
ネット業界で注目を浴びる女子高生人工知能“りんな”

セミナー終了後の懇親会
第一部の講演に続き、第二部の懇親会も盛況に行
われた。株式会社ハイパーの玉田宏一社長よりご
挨拶と乾杯の音頭があり、その後、講師や参加者の
歓談の時間となった。参加者からは講師を囲んで、
AI に対する企業の取り組みなどの質問が多く出さ
れ、有意義な交流の場となった。

佐野　健 氏　マイクロソフト コーポレーション
Bing インターナショナルビジネスディベロップメント シニアビジネスディベロップメントマネージャー
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　 12 月3日、「販売店がIoTとビッグデ
ータ時代をどう生き抜くか？」をテーマ
に経営戦略オープンセミナーが開催さ
れた。このセミナーでは、基調講演と7
社のメーカーセッションが行われた。
　セミナーの開会の辞で、大塚裕司会
長は「販売店が元気になることは、そ
の先のお客様を元気にさせること。そ
のために JCSSA は全力で応援します」
と挨拶した。続いて松波道廣専務理事
が JCSSA の活動方針や活動状況、協会
に入会するメリットなどを詳細に説明
し、最後に「IT を活用するお客様に一
番近い位置にいる業界団体として利用
者の目線に立ち、IT の社会的普及と活
用促進に向けて相互に協力しましょ
う！」と参加者にエールを送った。
-------------------------------------------------------

　２部に分かれたセミナーの前半は、
ソフトバンクの中山五輪男氏が基調講
演を行った。
　中山氏はソフトバンクとソフトバン
クロボティクスの2つの会社に所属し、
エヴァンジェリスト（伝道師）として講
演などの活動を通じ、会社の技術の普
及に努めている。

-------------------------------------------------------

感情を理解し、
感情を持つロボット
-------------------------------------------------------
　まず中山氏は同社が作ったクラウド
AIと言う人工知能を搭載したパーソ
ナルロボットpepperを取り上げた。
pepperは世界初の機能を2つ持ってい
る。1つ目は人の感情を理解し、認識
できること。2つ目は感情を持ってい
ることだ。pepperの利用については
以下のように説明した。
　「pepperは高齢者や高齢者向けゲー
ムなどで認知症の予防などにも役立っ
ており、また家電IoTとのコラボも進
んでいます。一般販売をビジネス向け
にも行っており、説明会での司会進行
役、教育コンテンツの提供、ネスカフェ
商品の紹介、健康雑貨の紹介、金融商品
の紹介などで活躍しています。テンプ
レート以外の業務には、自社開発アプ
リを使用することも可能です」
　接客機能、受付機能を搭載した企業
向けpepperの発売が10月に開始された。
-------------------------------------------------------

自然言語を理解できるシステム
-------------------------------------------------------
　続いてIBM Watsonを取り上げ、次
のように語った。
　「Pepperはソフトバンクのクラウド
AIと言う人工知能を使っていますが
レベルはあまり高くありません。IBM
は高度な人工知能を搭載したコグニテ
ィ ブ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム I B M 
Watsonを開発していますが、今年の2
月、日本語版Watsonを両社で共同開

発する戦略的業務提携を行いました。
近々ソフトバンクがデータセンターを
提供し、その上で日本語版のWatson
が動くことになります」。
　中山氏はIBM Watsonについて「コグ
ニティブとは認知するということです。
自然言語の理解ができ、仮説生成で膨大
なデータから仮説を検証し、経験から学
習して、学習を繰り返すことによって
Watsonはより賢くなっていきます」と
説明し、「IBM Watsonは全世界300社以
上の企業による様々な分野で利用され
ています。例えばコールセンターの顧客
対応支援、医師の診断支援、金融機関の
営業支援、保険会社の業務支援、飲食業 
界の新しいレシピの考案支援、オンライ
ンストアの販売支援などの分野です。 
また、ソフトバンク自身も利用していき
ます。これからはIBM Watsonがソフト
バンクを変える、IBM Watsonがソフト
バ ンクの営業現場を大きく変える、と言
っても過言ではありません」と述べた。
-------------------------------------------------------

Watsonとpepperのコラボ
-------------------------------------------------------
　極めて優秀なコグネティブシステム
Watsonとpepperがコラボするとどう
なるか。中山氏は、「様々な可能性を秘
めた人工知能とロボットの融合の世界
が大きく開かれる」と語る。「店舗、ホテ
ル、レストラン、病院、学校、老人ホーム、
駅、市役所などにWatsonを搭載した
pepperが配置されるでしょう。ぜひ今
後は皆さんのアイデアで面白いビジネ
スモデルを作っていただきたい」と述
べ、講演を終えた。

経営戦略オープンセミナー

販売店がIoTとビッグデータ時代をどう生き抜くか？
〜各メーカーの新たな戦略から次の一手を引き出す〜

▲ ソフトバンク株式会社　ICT イノベーション本部　
首席エヴァンジェリスト　中山  五輪男  氏   

第一部　基調講演
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第二部　メーカーセッション『IoTがもたらすビッグデータのモデルとは？』

懇親会の様子
セミナーの終了後、情報交換の場としての懇親会が開催された。
株式会社シーシーダブルの金成葉子社長よりご挨拶と乾杯の音頭
の後、講師との歓談の時間となった。講師が各社別のテーブルに
分かれため、セミナーでは聞けなかった質問が飛び出すなど、参
加者にとっては極めて有意義な交流の場となった。

藤剛氏は、位置情
報を活用したカ
スタマーエクス
ぺリエンスの向
上事例として、
Levi ’s S tadium
の例をあげ、セ
ンサやMeridian
のようなスマホアプリ構築ツールを
活用すればすばやく、低予算で、実証実
験ができることを示した。

　富士通の藤野
克尚氏は、IoTの
構築に欠かせな
いユビキタスセ
ンサ、ユビキタス
ウェアの特長を
詳細に説明し、ユ
ビキタスウェアの

各種ソリューションとソリューション
を実現するデバイスとしてロケーション
バッジ・タグ、バイタルセンシングバンド
などを紹介した。
　レノボ・ジャパ
ンの緒方正暢氏
は、2020年に向
けたコーポレー
トビジョンを紹
介し、モノ・コト
創りが行える共
創プラットフォ

　第二部ではBCNの谷畑義胤氏の司
会で、セッション形式で、中堅・中小企
業を視野に入れた大手メーカー 7社の
新たなデジタル戦略を聞いた。　　
　最初に登場した東芝情報機器の荻野
孝広氏は、まず東芝のIoTテクノロジ

ーのコンセプト
を紹介し、IoTソ
リューションに
よる課題解決例
として、安全運転
支援サービス、買
い物支援サービ
ス、情報漏えい対

策などを取り上げた。続いて、世界最
薄・最軽量で、快適なペン入力を実現し
たタブレット「ダイナパッド」を紹介し
た。
　日立製作所の
江間直樹氏は、最
初に日立がめざ
す IoT ソ リ ュ ー
ションを具体的
に説明。提案事例
として沿線モニ
タリング、植物プ
ラント温度監視、ビッグデータ利活用
の例として人員配置最適化によるIT
保守、道路交通サービスについて詳し
く話した。
　日本ヒューレット・パッカードの内

ーム構築の重要性を強調。IoT、ビッグ
データの領域を支える、バックエンド
のインフラが重
要だと述べた。
　　日本マイクロ
ソ フ ト の 森 圭 司
氏 は、IoT/ ビ ッ
グデータ活用サ
ービスでは、デバ
イス、収集、処理/
要約、管理、分析、可視化と活用までの
全体をカバーしているとし、同社の考
え方は、クラウドの力を使ってIoTの
成果をいち早く実現するIoYT（Internet 

of Your Things）
だと強調した。
　最後に日本電
気の木下隆之氏、
中村暢達氏が登
場した。木下氏が
AIとIoT・ビッグ

データの一つの事例としてラグビーと
女子バレーでのデバイス活用事例を紹
介。中村氏がディ
ープラーニング（深
層学習）製品であ
る高速・軽量な
RAPID 機 械 学 習
の特長、適用事例
などを紹介した。

▲ 東芝情報機器株式会社
戦略マーケティング統括
マーケティング本部
本部長　荻野 孝広氏

▲ 株式会社日立製作所
情報・通信システムグループ
情報・通信システム社
IT プラットフォーム事業本部
IoT ビジネス推進統括本部
ソリューション販売推進部
主任技師　江間  直樹氏

▲ 富士通株式会社
ユビキタスビジネス戦略本部
IoT ビジネス推進統括部
グローバル営業企画部
マネージャー　藤野  克尚氏

▲ レノボ・ジャパン株式会社
アカウント SE 部
システムエンジニアリング本部 
エンタープライズ・ビジネス・
グループ
部長　緒方  正暢氏

▲ 日本電気株式会社
パートナービジネス営業本部
主席主幹　木下  隆之氏

▲ 日本ヒューレット・パッカー
ド株式会社
エンタープライズサービス
事業統括エグゼクティブコン
サルタント　内藤  剛氏 ▲ 日本マイクロソフト株式会社

パートナーセールス統括本部
パートナーテクノロジー開発
本部
本部長　森  圭司氏

▲ 日本電気株式会社
クラウドプラットフォーム事
業部
シニアエキスパート
中村  暢達氏



8

半ぐらいでWindows Serverの実績と
1台のサーバで複数の仮想機械を実現
するHyper-V作戦の成功でMicrosoft
がかなりの勢いでシェアを伸ばしてい
ます。IBMは、総合力では強いですが、
国内ではなかなか苦戦しているように
見受けられます」。
　また、日本勢についてもこう説明し
ている。
　「NTTコミュニケーションズは、Biz
ホスティング　Enterprise Cloudと
Cloud nの上下から攻めています。通
信が強いため価格が安く高信頼性を売
り物にする戦略です。富士通について
は、クラウドは一つの部品として捉え、
ニフティクラウドを含めて総合ベンダ
ーとしての立ち位置で総合力で攻めて
います」。
-------------------------------------------------------

SIerのビジネス環境の変化
-------------------------------------------------------
　SIer（System Integrator）は、個別の
サブシステムを集めて1つにまとめ上
げ、それぞれの機能が正しく働くよう
に完成させるシステム構築を行なう企
業のことだが、畔上氏は「SIerはこの
先5年は面白いと思う反面、逆風が吹
きはじめており、なんと2020年には
SIerが絶滅する？といった憶測も呼ん
でいます」と語る。その理由としては、
2020年の東京五輪後の不況、システ
ム構築を請け負う人月商売、基幹シス
テムの予算減、クラウドの普及などが
あげられるという。「しかし、今のSIer

東京五輪が開催される 2020 年以降、
SIer のビジネス環境が悪化するのでは
ないかとの見方もあり、SIer の将来が
どうなるかに注目が集まっている。そ
こで今回は、週刊 BCN の畔上編集長を
お招きしてクラウドとIoT の動向およ
び SIer の将来について講演いただいた。
-------------------------------------------------------

活気づくクラウド市場
-------------------------------------------------------
　クラウドは、ソフトウェアを利用に応
じて提供するSaaS（Sof tware as a 
Service）、SaaSの開発・実行環境などの
プラットフォームを提 供 するPaaS

（Platform as a Service）、CPU・ストレ
ージなどコンピュータのインフラを
提供する IaaS（Infrastructure as a 
Service）の3つから成り立っている。そ
の3つの頭文字をとって、クラウドサー
ビスは最近、ipsサービス、あるいはips
は万能細胞を連想させるため万能サー
ビスとも言われているという。
　畔上氏は、活気づくクラウド市場に
ついて、こう話した。
　「Amazon AWS、Salesforce、Microsoft、
IBM、Googleが5大クラウドベンダー
と言われています。なかでもここ1年

はニーズを汲み取っていかに提案する
かに懸命に取り組んでいますので、
Slerが衰退することは決してないでし
ょう」と最終的に畔上氏は強調した。
-------------------------------------------------------

最後にはAI（人工知能）が来る！
-------------------------------------------------------
　IoT（Internet of Things、モノのイン
ターネット）の基本は、あらゆるもの
がインターネットにつながること、あ
らゆる人がモバイル端末、ウェアラブ
ル端末を介してインターネットにつな
がることである。それによってシステ
ム開発がIoTで変わるSIoT（Sys tem 
Integration of Things）を実現している。

「今年の上期はIoTが大きく話題にな
りました。メディアの視点でもIoTが
盛り上がりました。しかし今夏ぐらい
から毎日AI（人工知能）のニュースが
入ってきており、私は、IoTはこれから
AIoTになるのではないかと思ってい
ます。しかしAIoTより注目すべきは、
企業向けの人工知能であるEnterprise 
AIです。Enterprise AIの普及は、情報
システムのあり方、そしてシステム開
発の現場を大きく変えていくと思われ
ます」。今後の流れについて畔上氏は
こう説明した。さらに、「SIer、CIer（ク
ラウドインテグレーター）ときて、
2020年以降はAIerへと向かい、最後
にはAIの時代がきっと来るでしょう。
Enterprise AI、そしてSIerからAIerへ、
という流れを確信しています」と締め
括って講演を終えた。

IoTとクラウドの現状と未来
〜2020年以降のSIerはどうなっているのか〜

株式会社BCN　週刊BCN編集長
畔上 文昭氏
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※無線給電のデモは人数の関係で全員が見ることはでき
なかった。

　デジタルミラー“memomi”は、
画面上での試着はもちろん、実際に試
した服の比較や、知人へのシェアが簡
単にできる。リアルタイムの歪み補正
も可能だ。

　アイ・トラッキングは、人の目の動
きを追跡して、人がどこを、どのよう
に見ているかがわかるようにするもの
だ。この技術を使えば、従来の指やマ
ウスによるクリック、スクロール、ズ
ームなどの作業を視線で行う「視線操
作」可能だ。
　ウェアラブル・ディスプレイは、超
小型・軽量、無線通信が可能で、いつ
でも視認可能なウェアラブルデバイス
として紹介された。 
　ON THE FLY PAPERでは、プロ
ジェクション・マッピング技術を応用
することで、何の変哲もない紙のカード
をテーブル上に置くだけで、魔法のよう

　2015 年 11月26 日、茨城県つくば市
のインテル株式会社つくば本社内にあ
る「インテル コラボレーション・セン
ター」を訪問した。午前の部と午後の部
に総勢 35 名が参加するという盛況振り
で、極めて有意義な見学会となった。
-------------------------------------------------------

　 コ ラ ボ レ
ーション・セ
ン タ ー は、
2012 年 4 月
に 開 設 し た

「 ヒ ュ ー マ
ン・インタラ

クティブ・テクノロジー・アプリケ
ーション・センター」が前身で、今年5
月にリニューアルされ、展示内容も刷
新された。インテルのRealSenseテク
ノロジーをはじめとした次世代のコ
ンピューティング技術に基づく新し
い ユ ー ザ ー
体験など、新
規 の コ ン セ
プ ト お よ び
デ モ ン ス ト
レ ー シ ョ ン
が 数 多 く 追
加された。
　デモに先立ってセンターの太田仁彦
氏から、センターや設備に関する説明
を受け、続いて、コミュニケーション・
パートナー・ロボットのPAL RO君か
らインテルの歴史と半導体製品の紹介、
展示に関するプレゼンを受けた。

に文字や映像が浮かび上がった。カー
ド上の穴を指でふさぐと、あらかじめ割
り当てられた操作を行うこともできた。
　最新パーセプチャル・コンピューテ
ィングでは、インテルRealSenseカメ
ラなど、より自然で感情移入できるユ
ーザー体験が可能だ。3Dスキャンの
機能を利用して立体フィギュアを制作
したり、アプリをジェスチャーでコン
トロールするデモが行われた。
　3D触力覚技術は、同技術を応用し
たフィードバック型のユーザー・イン
ターフェイス。何もない空間で、まさ
にそこに実体があるかのように押した
り、つかんだりといった感触、ザラザ
ラといった触感などをリアルに体感す
ることができた。
　ワイヤレス給電は「磁界共鳴式」に
よって給電エリアにデバイスを置くだ
けで充電ができるというもの。給電テ
ーブルから複数デバイスへの充電が可
能で、充電可能なエリアが広いため、 
デバイスの位置が多少ずれていてもデ
バイスを充電することができる。（※）
　その他、近距離高速通信が可能な次
世代無線技術WiGig、インテルPro 
WiDi を使ったワイヤレス・ディスプレ
イなど、興味深い製品のデモが続いた。
　施設の見学では、クラウドとビッグ
データを連携したシステム「みんなで 
Like it !」でデモ体験の印象を評価でき
た。結果はサーバーで集計されて、各
展示の評価を一覧できた。

～今までにない便利さを提供するIoT技術の一端を見学～

インテルつくばコラボレーション・センター
交流促進見学会

▲ PALRO 君は太田氏の指示に応
えて、流ちょうな日本語でデモ概
要を説明してくれた

▲ “memomi”では、リアルタイムの歪み補正アルゴリズム
によって自然で美しいバーチャル試着体験ができた

▲プロジェクション・マッピング技術を応用することで、
紙とデジタルメディアの融合を図った ON THE FLY PAPER

▲ インテル株式会社　太田 仁彦氏
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人材育成委員会

人事評価を行うために、人事評価の運用原則をしっかり理解
し、遵守しなければなりません」と強調した。
　その後、人事評価のやり方について、グループに分かれて
理解促進演習と評価傾向簡易診断が行われた。

部下と上司が納得する期末面談の重要性
　後半は「期末面談のやり方と留意点」とのテーマで、研修が
進められた。まず岡氏は、「目標管理（評価）制度を狙い通り
に機能させるには、期末に成果確認とフィードバックのため
の2つの面談を行う必要があります」とし、「成果確認面談は、
評価期間の成果と活動を上司と部下とで振り返る面談、フィ
ードバック面談は、決定した評価期間の最終評語を、上司か
ら部下本人に伝えるとともに、今後に向けた課題を共有し、
前向きなスタートを促して動機づけをはかるための面談で
す」と説明した。その進め方と留意点についての詳細な説明
の後に、参加者がグループに分かれ、フィードバック面談を
実際にどのように進めていくかをロールプレイ形式で行った。
　ケース演習を終えた後、岡氏は、「面談を効果的に進める
ためのコミュニケーションスキルとして、相手の話を真剣
に聴く傾聴スキル、相手の気持ちや状況をありのままに認
める受容スキル、質問スキルが必要です」として、そのポイ
ントを詳細に示した。一方、部下の反発やふてくされなど
のネガティブな反応に対して岡氏は、「上司としては、慌て
ることなく冷静に受け止め、その評価に至った根拠や経緯
を丁寧に説明することが大切です」と述べ、ここでもケース
演習として、部下の反応に合わせた面談の実践がロールプ
レイ形式で行われ
た。最後に、岡氏
は再度、良き評価
者・目標管理者と
しての意識改革の
必要性を説いて研
修を締め括った。

人事評価は納得性がきわめて重要
　前半では、まず人事評価
のしくみ・考え方について
学んだ。岡氏は、人事評価
には、企業経営（人材マネジ
メント）のための評価と職
場マネジメントのための評
価という 2 つの側面がある

とし、その目的は「企業経営においては人材の処遇、教育、配
置にあり、職場マネジメントでは、能力開発（学習・成長）、
職務割当、動機づけにあります」と述べた。続けて「人事評
価で重要なのは、公正性・客観性よりもむしろ納得性です」
とし、納得性を得るために必要な 3 要素として、①評価結果
の妥当性、②評価プロセスでの十分な検討、③上司の真摯な
態度をあげた。
　部下の職務活動を評価するにあたっては、一般的には、成
果評価と、行動（能力）評価の2つの評価区分で評価を行うこ
とが多い。その理由について岡氏は「成果だけでの評価では、
皆が短期的な評価だけを追い求め、仕込みといった中長期的
な課題や能力開発が疎かになってしまいます。2つの評価区
分を組み合わせると、継続的に成果を高めると同時に納得性
の高い評価を導き出すことができます」と説明した。
　一方、ある程度大きな組織での人事評価は、一次評価→二
次評価→最終評価という段階を踏む。一次評価は直属の上司
による評価、二次評価は一次評価者の上司による評価、そして、
最終の評価調整を経て決まった評価が最終評価である。それ
ではなぜ一次評価だけで終わらないのか。これに対して岡氏
は、「複数の目で評価することにより、評価結果の客観性を保
つためです。一次評価は絶対評価で、二次評価以降は相対評
価で評価を行いますが、それによって偏りのない適正な評価
が実現できます」と強調した。
　人事評価は人間が行うものである以上、完全に客観的な評
価を行うことはできない。岡氏は、「だから少しでも公正な

11月11日に、リコークリエイティブサービス株式会社の岡立朗氏による目標管理研修・期末評価編が行われた。同研修は7月
8日に行われた目標管理研修の期初・期中編に続くものだ。期末における公正・公平な人事評価の基本的なしくみと考え方、成
果確認面談とフィードバック面談のあり方・やり方などを習得目標とし、グループ討議やロールプレイを交えて良き評価者・目
標管理者はいかにあるべきかを学んだ。

良き評価者・目標管理者としての意識改革を図る

▲ リコークリエイティブサービス株式会社 
教育支援事業部 教育支援部 技術研修グループ
岡 立朗 氏
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　大塚裕司団長率いるJCSSAエグゼクティブツアー 2015一行
23 名は、2015 年10 月19日～ 25日に米国シリコンバレーの主
要コンピュータ企業の視察ツアーを行った。レノボ社を皮切
りに、8 社を訪問、またコンピュータ歴史博物館の見学も行った。
このツアーは毎年シリコンバレーの定点観測を行い、米国IT の
最新トレンド把握を行うことを目的としている。

　レノボ社はThinkPadおよびNECブランドのPCの研究開発
を日本で行ってきており、日本での「ものづくり」と世界最先端
のテクノロジーをかけ合わせた新しいビジネスの開発にも積
極的に取り組んでいく方針である。今回初めての訪問で、様々
なベンチャー企業とコラボを行いながら優秀な企業には開発
投資をしてユニークな製品を作ろうとする新しい戦略の成果
の一部を見せて頂いた。AMD社では、自社の得意分野であ

る高速グラッフィ
ックを活かせる分
野にフォーカスし、
PC以外でもゲーム
機、医療器、デジタ
ルサイネージなど
でシェアを上げて

いる。プレゼン後、VRなどの応用例をデモを通じて体験した。
アドビ社では、Acrobat DCおよびドキュメントクラウド（DC）
とAdobe Creative Cloudの理解を深めた。Acrobat DCは、よ
りペーパーレスを促進するため、文書の加工・編集を行える
ことで文書の閲覧でなく決裁までの回覧を想定した機能を追
加した。またAdobe Creat ive C loudに新機能が追加され、
PhotoshopやIllustratorをより直感的に操作出来るようにな
った。インテル社では2015年は第2四半期まで減少が続い
ており厳しい市場環境である。期待しているのが、4年以上使
用中のPCの台数で、今はCPU性能・電池寿命・形状など買い
たいと思わせる製品が多く出てきている。またセキュリティ
は重要で、IoTそのものへの対策が急がれている。クラウドへ
の対策を行い、端
末でなくデータセ
ンターそのものを
守り、また攻撃さ
れるのを前提に守
りを考えて行くと
いうことであった。

マイクロソフト社はWindows10となり、PC・タブレット・
Xboxなどハードごとに別々だったOSを統合した。大きなポ
イントはセキュリティの強化で、顔認証の導入や社外と社内
のデータを分離させ管理する。また大画面白板のSur f ace 
HUBのデモがあり、いつでもどこでもデバイスの共有が行え
て、会議やプレゼンへのハードルが下がる印象だった。
AUTODESK社では、まず３Dプリンタなどの工房を見学し
た。ここはデザイナーに素材やマシンを無償で提供し、実際
の使い勝手を検証している。ギャラリーではAUTODESKの応
用分野が広いことがわかる。今ものづくりに破壊的イノベー
ションが起きつつあり、この産業構造の変化に対応するため
に、「The Future of Making Things」という考え方のもと、建築
分野や航空機分野などで、他企業とコラボを促進しているそ
うである。シスコシステムズが買収したメラキ社は、自由闊
達な雰囲気で開発を促進している。製品はクラウドでのネッ
トワーク管理ソリューションで、急成長を遂げている。日本
での認知はまだこれからだが、実はサービス提供が始まって
いる。特徴は、直感的なUIに特化しており、実際のデモで体
感することが出来た。ヒューレットパッカード社では、THE 

MACHINEと呼ぶ
画期的なコンピュ
ーターについて話
を伺った。世界的
なデータ爆発に対
応するためハイス
ピード処理が求め

られ、新しいアーキテクチャではユニバーサルメモリを中心
に設計を行い、銅線でなく光ファイバーを用いるなど様々な
ボトルネックを解消するのが狙いである。8社の訪問後コン
ピュータ歴史博物館に立ち寄り、また最終日は自由行動で、PC
ショップツアー、
ナパワインツアー、
ゴルフの3班で楽
しんだ。今年も事
故なく全員が無事
に帰国でき、有り
難うございました。

詳細レポートは、JCSSA ホームページからご覧下さい。

http://www.jcssa.or.jp/tour/index.html#usa

JCSSA 米国エグゼクティブツアー 2015

▲ヒューレットパッカード社訪問

▲インテル社プレゼン風景

▲ショップツアー風景

▲ AMD 社の新製品体験
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2015年10月現在 ①所在地　②会員代表者　③設立　④資本金　⑤従業員数　⑥入会年月

01
■  正会員

http://www.jbs.co.jp/日本ビジネスシステムズ株式会社
①〒105-6316
	 東京都港区
	 虎ノ門1-23-1
	 虎ノ門ヒルズ森タワー
	 16F
②代表取締役社長
	 牧田 幸弘
③1990年10月
④539百万円
⑤1,807名（グループ全体）
⑥2015年8月

日本ビジネスシステムズ株式会社は、企業向けシステム構築及びサポートを専門
とするシステムインテグレーターです。特にMicrosoft製品とそれらをサポートす
るサードパーティの技術を組み合わせた「Ambient Office」をコアソリューション
として提供しております。またクラウド事業者と連携しお客様に最適なクラウド
サービスを提案する「Data Planet」、モバイル端末を活用しワークスタイル変革を
実現する「MobileWorkSpace」など様々なソリューションを展開しております。
「Customer First」を理念とし、お客様にとって最良のシステムソリューションを
提供してまいります。

①〒105-0014
	 東京都港区芝1-5-9
	 住友不動産芝ビル
	 2号館 5F
②代表取締役社長
	 田中 道郎
③2012年3月
④81百万円
⑤21名
⑥2015年10月

ITG マーケティング株式会社は2012年に株式会社アイ・オー・データ機器、株式
会社トーメンデバイスの合弁出資により設立された日本サムスン株式会社の正
規販売特約店です。近年、法人様では内部 PC ネットワークのみならず、加速度的
に急増するスマートフォンを始めとしたインターネットに接続できるあらゆる
機器（IoT）のデータ利活用が求められるようになってきております。弊社では世
界シェアトップのSAMSUNG製SSDを始めとするSAMSUNG商品のご紹介を通じ、
法人様におけるデータの安心、安全な保存、膨大なデータの高速検索、処理を通
じた業務効率化、TCO 提案等、お客様競争力の向上に資する提案活動を展開し
てまいります。どうぞ宜しくお願い致します。

02
■ 正会員

ITGマーケティング株式会社 http://itgm.co.jp

①〒140-0002
	 東京都品川区
	 東品川4丁目12-7
②代表取締役 取締役社長	
	 佐久間 嘉一郎
③1970年9月
④20,000百万円
⑤5,122名
	  （2015年 4月1日現在）
⑥2015年8月

日立ソリューションズは、お客様の業務ライフサイクル全般にわたり、豊富なソ
リューションを全体最適の視点で組み合わせ、ワンストップで提供する「ハイブ
リッドインテグレーション」を実現します。日本全国に拠点を構え、海外では中
国・アジア、北米、欧州のグループ会社を核としてワールドワイドにお客様にと
って価値の高い製品・サービスを提供しています。今後会員各社の皆様との交流
を深め、皆様とともに新しいビジネスの創出を図っていきたいと考えています
のでどうぞよろしくお願いします。

03 ■ 賛助会員

株式会社日立ソリューションズ http://www.hitachi-solutions.co.jp

　第11回目となるJCSSAゴルフ交流会が、11月3日（祝）の晴天のもと、埼玉県の高坂カント
リークラブ・米山コースで行われ、定員一杯の39名のご参加を頂いた。新ペリア方式で競われ、
栄えある優勝者は、日立ソリューションズの井上雅行氏、準優勝とベスグロ賞はクレスコの本
田一男氏であった。3位のクレスコ加藤満春雄氏も同グロスだった。終了後の懇親会もなご
やかに行われ、各社よりご協賛頂いた様々な賞品を頂いて、全員が笑顔で終了した。

JCSSA 交流会 ゴルフコンペ



JCSSA よりお知らせ

JCSSA NEWS Vol.77 Winter 2016　2016 年 1 月8 日発行
発行：一般社団法人 日本コンピュータシステム販売店協会　発行人：大塚裕司　編集発行人：JCSSA 事務局　制作：（株）グラスルーツ

〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-9-4 鴫原ビル 2 Ｆ
電話：03-5802-3198　FAX：03-5802-0743
URL：www.jcssa.or.jp　E-mail：jimu5802@jcssa.or.jp

●新春セミナー・賀詞交歓会
　開催日時：2016 年 1 月 25 日（月）13:50 ～ 18:30
   場　　所：帝国ホテル孔雀の間
　              （東京都千代田区内幸町 1-1-1）

●新入社員セミナー
　開催日時：2016 年 4 月 14 日（木）14:00 ～ 16:30
　場　　所：文京シビックセンター１階大ホール
　              （東京都文京区春日 1-16-21）

●定時総会・サマーセミナー・総会懇親会
　開催日時：2016 年 6 月 6 日（月）14:00 ～ 18:30
　場　　所：帝国ホテル・富士の間
　              （東京都千代田区内幸町 1-1-1）


